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要旨：各種広葉樹に発生するゴマダラカミキリ Anoplophora malasiaca は日本本土の果樹，街路樹，庭園樹などに発生

する重要な一次穿孔性害虫で，各種広葉樹の他，針葉樹のスギや草本のイタドリにも発生する広食性種である。その

室内防除研究には大量個体の飼育が必要となるが，このような大型の一次性カミキリムシの人工飼育は煩雑で，簡易

な大量飼育法が求められている。そこで，日本大学藤沢キャンパスの野外網室内に大量のイタドリを植え，これに成

虫を放つことで，イタドリの根で次世代が育ち，成虫発生時期に比較的多くの成虫を得る方法を開発した。網室への

イタドリ植え付けと親世代の放虫以外ほとんど手間がかからない方法といえる。 
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Abstract: The white-spotted longhorn beetle, Anoplophora malasiaca (Thomson), is a highly polyphagous species that attacks 

many broad-leaved tree species including those in orchards, roadsides and gardens in Japan, being a very important boring pest of 

living trees, and it is also known to be able to infest Cryptomeria (a coniferous tree) and a grass species, Fallopia japonica (Japanese 

knotweed; Polygonaceae). In carrying out laboratory bioassays of this species, a large number of adult beetles are needed. Artificial 

rearing of such a large-sized primary longhorn beetle species, however, is a very bothersome task, and a simple mass rearing method 

is being desired for this purpose. Accordingly, we planted a large number of Japanese knotweeds in the outdoor cages (Fujisawa 

Campus, Nihon University), into which were released Anoplophora adult beetles. This led to their oviposition on the grass, larval 

development of the next generation in the roots, and a number of new adult beetles being available in the next flight period. This is 

a very simple, non-bothersome rearing method of Anoplophora malasiaca, only consisting of planting the grass in the outdoor cage 

and releasing the adult beetles. 
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Ⅰ はじめに 

ゴマダラカミキリ Anoplophora malasiaca (Thomson) は

様々な樹種に発生する一次性の果樹・庭園樹・街路樹の穿

孔性害虫で，宿主樹種は小島･中村（８）の日本産カミキリム

シ宿主樹リストでも 60種近くにのぼる。日本産カミキリムシの

中で唯一の一次性広食性種にして，宿主樹種数は二次性

の広食性種イエカミキリ・マルクビケマダラカミキリ・エグリトラ

カミキリに匹敵する広い宿主樹スペクトルを持つ（８）。また本

種は広葉樹の他に針葉樹のスギ（７，10）や草本のイタドリ

Fallopia japonica （５，４）にも発生することが知られている。

本種は移出・移入が国際的に警戒される Anoplophora 属の

1 種であり（３），今後も防除対策・研究が必須な重要害虫で

ある。 

一般に防除などを目的とした実験室内研究には大量の個

体の飼育が必要であるが，カミキリムシではほとんどの種で

卵表面消毒や，共喰い回避のための個体飼育が必要，また

休眠性の種で休眠打破のため種特異的・個体群特異的な

日長・温度管理が生活環の特定時期に必要となる（６）。また

一次性種の飼育には生きた寄主植物または寄主植物乾燥

粉末入り飼料が必須な場合が多い（６）。ゴマダラカミキリは，

室温下で市販人工飼料による飼育が可能であるものの

（９），餌替えなど飼育に要する労力が大きいこと，注意を払

っても歩留まり（孵化個体に対する羽化率）が低くなることな

どから，大量飼育は困難を極める。 
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本種の防除法などの研究のため，簡易な大量飼育法開発

が望まれることから，今回本種が草本のイタドリに発生するこ

とに着目し，野外網室の利用による簡易飼育法を考案した。 

 

Ⅱ 方法 

神奈川県藤沢市石川日本大学構内の農場内に 2015 年６

月に設置した野外網室（図-１；高さ 235cm，幅 250cm，奥行

き 500cm）の一つに対し，神奈川県小田原市入生田早川河

川敷，群馬県みなかみ町藤原木の根沢上流，東京都町田

市鶴間１丁目などで採取したイタドリを移植または播種し，

2016 年の時点で網室内にイタドリが背の高さ以上に繁茂

し，網室内を全面的に覆い尽くす状態となっていた。 

2017 年６～７月，この網室に神奈川県小田原市入生田早川

河川敷（イタドリ），横浜市鶴見区平安町（スズカケノキ），神

奈川県藤沢市亀井野日大樹木園（ブナ）でゴマダラカミキリ

成虫を採取し，計約 25頭放虫した。 

 

Ⅲ 結果 

 翌 2018年に成虫発生時期に複数の成虫の発生を確認

した（図-２）。冬季はイタドリの地上部（茎部）はすべて枯れ，

少なくともこの時期幼虫はイタドリの枯死地上部には見あた

らず，根部を穿孔することで生育しており，この生態は文献

記述（５）とほぼ一致した。 

2017 年以降追加放虫は行わなかったが，網室内で累代

発生が見られ，2019 年の成虫発生最盛期に，イタドリが密

生繁茂した網室内で網室の天井に静止している個体のみ

で少なくとも 10 頭が見られ，2020 年６月の時点でも天井到

達個体の採集のみで 10頭の成虫の入手が可能であった。 

網室の天井に到達している成虫はいずれも健全で奇形もな

く，網室内での交尾も確認された。 

 

Ⅳ 考察 

 本飼育法は室内ではなく野外で行う方法で，網室への

イタドリ植え付けと親世代の放虫以外ほとんど手間がかから

ない極めて簡便な方法といえる。 

幼虫生育期の網室内イタドリの刈り込みの効果について

は今後の検討の余地があるが，幼虫の食害は茎下部～根

部に限られ，地上部のイタドリの生育状況は幼虫発育にあま

り影響しないものと考えられる。成虫出現時期の羽化脱出成

虫の位置は，網室内のイタドリの繁茂により詳しく調査でき

なかったが，2017 年の神奈川県小田原市入生田早川河川

敷のイタドリ群落での観察では，多くの個体がイタドリ葉上や

茎上部で見られたことから，多くの個体が網室上部に登って

きているものと推察される。 

実験への本種幼虫の供試に際しては，春季または秋季に

網室内のイタドリを抜根し，これを丸太と比べてはるかに簡

便に解体して幼虫を取り出すことができる。 

カミキリムシの野外飼育でまず問題となるのは天敵の影

響である。今回の網室飼育のサイトは畑に囲まれた農場の

中にあり，樹木や枯木は周囲にほとんど見られず，これに

よりカミキリムシ関連の病原性体表面寄生菌や捕食寄生性

ハチ類（いずれも森林性）などのアクセスはその可能性が

低い。また成虫捕食性の鳥類の集中や鳥による網の破損

もなく，網室内の造網性クモ類の巣も見られず，実際これら

の天敵による幼虫や成虫の死亡は表面的観察では確認さ

れなかった。これは今回の供試宿主植物が木本ではなく草

本であることと関係している可能性があり，これは広食性の

本種（８）が草本にまで宿主範囲を広げたことの契機となっ

ているかもしれない。 

一方，カミキリムシ科のカミキリ亜科･フトカミキリ亜科の多く

の種では雄が揮発性集合･性フェロモンを分泌する。本種で

も近縁種のフェロモン成分が検出されたものの，その誘引活

性は極めて低いとされている（13）。一方本種は宿主樹由来

のカイロモン（成虫の摂食時に植物から発生したもの，およ

び体表に吸着し揮発するもの）をフェロモンのように用い，

配偶定位を誘導することが知られる（13，２，14，11，１，12；

他）。このことは宿主樹種によって成虫が誘引される成分に

差違が生じることを意味する。イタドリとスズカケノキ Platanus 

orientalis の発生個体の比較でもこの現象が見られた（深谷

ら, 未発表）。 

この飼育法で得たイタドリ発生個体は，セミオケミカル実験

や産卵試験を行う場合などには若干の注意が必要となる可

能性がある。しかしこうした寄主成分への好みは後天的に誘

導される（12）ことなどから，寄主による厳しい遺伝的隔離が

生じているとは考えられない。 

網室内のイタドリを用いたこの簡易飼育により，マンパワー

が限られた状況下でも，本種成虫・幼虫を用いた様々な操

作実験が可能になると考えられる。 
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図-１．イタドリによるゴマダラカミキリの簡易飼育に用いた野外網室（日本大学藤沢キャンパス内） 

Fig. 1. Outdoor cages used to carry out rearing of the white-spotted longhorn beetles, Anoplophora malasiaca using Japanese 

knotweed, Fallopia japonica (Fujisawa Campus, Nihon University) 
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図-２．イタドリによるゴマダラカミキリの簡易飼育で得られた次世代成虫 

Fig. 2. Newly emerged Anoplophora malasiaca adult beetle reared with Japanese knotweed 


